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昭
和
四
十
三
年
度
予
算
編
成

健
全
財
政
の
堅
持
に
努
力

　
昭
和
四
十
三
年
度
の
予
算
編
成
は

市
長
の
査
定
が
終
わ
り
、
現
在
財
政

課
で
調
整
事
務
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。　
最
近
の
地
方
財
政
全
般
の
状
況
を

み
る
と
国
家
予
算
と
同
様
義
務
的
経

費
の
増
加
が
著
し
く
、
財
政
構
造
は

硬
直
の
度
合
を
強
め
て
き
て
お
り
財

政
の
弾
力
性
は
き
わ
め
て
乏
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
国
で
は
昨
年

末
来
の
景
気
抑
制
策
の
強
化
に
加
え

地
方
財
政
計
画
や
地
方
債
計
画
、
減

税
措
置
な
ど
地
方
団
体
の
予
算
編
成

の
前
提
と
な
る
事
項
で
不
明
確
な
点

も
あ
り
ま
す
が
、
所
得
税
や
住
民
税

の
課
税
最
低
限
の
引
き
上
げ
等
の
減

税
措
置
に
よ
り
市
税
、
地
方
交
付
税

の
伸
び
は
期
待
で
き
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
の
で
、
明
年
度
予
算
編
成
は

か
っ
て
な
い
き
び
し
い
局
面
に
あ
り

ま
す
。

　
当
市
の
予
算
編
成
も
極
め
て
困
難

予
算
額
約
1
1
億
9
百
万
円

な
状
況
で
従
前
に
も
ま
し
て
一
段
の

創
意
と
苦
心
が
要
請
さ
れ
て
お
り
ま

す
．　
し
か
し
な
が
ら
予
算
の
編
成
に
あ

た
っ
て
は
、
健
全
財
政
の
堅
持
を
第

一
義
と
し
、
地
方
自
治
の
本
旨
で
あ

る
市
民
生
活
の
向
上
と
福
祉
の
増
進

を
は
か
り
地
域
の
後
進
性
脱
却
を
め

ざ
し
、
市
経
済
の
成
長
発
展
に
努
め

る
た
め
既
存
財
源
の
確
保
に
つ
い
て

国
県
の
補
助
金
資
金
の
導
入
に
よ
り

積
極
的
に
建
設
的
事
業
を
行
な
う
よ

う
、
特
段
の
努
力
を
払
う
と
と
も

に
、
消
費
的
経
費
は
極
力
抑
制
し
投

資
的
経
費
の
充
実
を
は
か
る
よ
う
努

力
し
ま
し
た
．

　
各
課
か
ら
の
提
出
さ
れ
た
予
算
要

求
総
額
は
、
約
十
三
億
八
千
六
百
万

円
で
こ
れ
を
十
一
億
九
百
万
円
と
し

内
容
は
義
務
的
経
費
の
ほ
か
事
業
に

つ
い
て
見
ま
す
と
市
庁
舎
建
設
の
第

二
年
度
分
、
衛
生
セ
ソ
タ
ー
整
備
拡

意
外
の
豪
雪
に
驚
く

魚
沼
を
視
察
し
た
知
事

張
、
都
市
計
画
事
業
、
教
育
施
設
の

整
備
拡
充
、
市
道
の
改
良
舗
装
、
農

業
構
造
改
善
、
小
規
模
土
地
基
盤
整

備
事
業
の
推
進
に
よ
る
農
業
所
得
の

拡
大
、
織
物
産
業
及
ぴ
中
小
企
業
の

振
興
、
公
営
住
宅
建
設
用
地
の
取

得
、
社
会
福
祉
施
設
の
充
実
、
消
防

　
魚
沼
地
域
の
豪
雪
状
況
視
察
の
た

め
去
る
十
二
日
、
十
日
町
市
を
訪
れ

た
亘
知
事
は
同
日
午
後
三
時
過
ぎ
市

役
所
で
村
山
市
長
、
樋
口
議
会
議
長

の
陳
情
を
受
け
妃
あ
と
地
尼
報
遺
関

施
設
の
充
実
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
以
上
が
明
年
度
予
算
編
成

の
内
容
で
あ
り
ま
す
が
、
市
財
政
は

い
ま
だ
か
っ
て
な
い
困
難
な
状
態
で

あ
り
ま
す
の
で
、
よ
り
効
果
的
な
予

算
を
編
成
す
べ
く
努
力
い
た
し
ま
し

の
で
市
民
の
皆
様
か
ら
ご
理
解
を
い

た
だ
き
、
格
段
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

タ
バ
コ
は
市
内
で
買
い
ま
し
ょ
う

タ
パ
コ
の
代
金
の
う
ち
か
ら
納
入
さ
れ

る
税
金
は
、
市
の
道
路
、
学
校
等
の

経
費
に
使
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
．

．
誕
搬
響
鑑
．

ご
協
力
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
豪
雪
下
の
雪
ま

　
異
常
豪
雪
で
心
配
さ
れ
た
第
十
九

回
雪
ま
つ
り
も
各
関
係
者
の
協
力
で

ナダレシーズンです

危険箇所がいっぱい

成
功
の
う
ち
に
終
り
ま
し
た
。
巨
大

な
雪
の
ス
テ
ー
ジ
を
は
じ
め
、
町
内

や
各
団
体
の
雪
の
芸
術
展
な
ど
大
い

に
外
来
覧
光
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
た

よ
う
で
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
雪
の

芸
術
展
の
審
査
結
果
は
つ
ぎ
の
と
お

つ
り
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係
者
と
会
見
し
ま
し
た
が
、
地
域
の

実
状
に
即
し
た
除
雪
機
械
の
導
入
に

つ
い
て
と
い
う
市
側
の
要
望
に
対
し

て
、
順
次
機
械
力
の
増
強
を
は
か
り

そ
の
配
分
を
充
分
考
慮
す
る
と
答
え

ま
し
た
。

　
ま
た
報
導
関
係
者
の
質
問
に
対
し

て
は
冬
期
間
の
交
通
確
保
に
つ
い
て

国
鉄
飯
山
線
の
除
雪
等
に
よ
ゐ
運
行

確
保
は
県
か
ら
も
強
く
国
鉄
新
潟
支

社
に
彷
き
か
け
は
し
て
い
る
．
一
方

国
道
一
一
七
号
線
も
除
雪
機
械
を
広

く
配
分
し
て
あ
る
が
、
降
雪
が
山
雪

型
に
な
れ
ば
平
場
の
余
力
を
山
間
地

へ
向
け
る
よ
う
配
慮
す
る
と
語
り
ま

し
た
．

　
な
お
翌
十
三
日
は
津
南
町
で
一
日

県
庁
が
開
か
れ
辺
地
住
民
の
声
を
聞

き
ま
し
た
．

　
去
る
二
日
市
内
中
平
地
内
通
称
土

羽
で
発
生
し
た
表
層
ナ
ダ
レ
は
、
登

校
中
の
小
、
中
学
生
を
埋
め
幸
い
ぎ

せ
い
者
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
特
有
の
ナ
ダ
レ
現
象
が
起
き

や
す
い
時
期
に
入
り
ま
す
。

　
市
で
は
つ
ぎ
の
と
お
り
こ
と
し
も

特
に
ナ
ダ
レ
危
険
箇
所
に
対
し
て
注

意
の
標
柱
（
四
寸
角
、
高
さ
九
尺
）

を
た
て
、
ナ
ダ
レ
に
よ
る
事
故
防
止

に
努
め
て
い
ま
ず
．

　
市
建
設
課
調
べ
に
よ
る
市
内
の
ナ

ダ
レ
危
険
箇
所
は
市
道
三
、
県
道
八

国
道
二
で
市
内
全
域
に
ま
た
が
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
最
も
危
険
な

場
所
は
国
道
二
五
三
号
線
．
樽
沢
、

名
ヶ
山
間
、
同
二
五
二
号
線
、
嘉
勝

り
で
し
た
．

▽
銀
賞
　
明
治
百
年
（
市
役
所
互
助

　
会
）
明
治
百
年
十
二
支
の
祝
宴

　
　
（
十
日
町
専
門
店
会
）

▽
ア
イ
デ
ア
賞
新
十
日
町
名
物
裏

　
と
表
（
袋
町
東
区
）

▽
金
賞
　
鶴
の
恩
返
し
（
東
北
電
力

　
青
年
部
）

▽
銀
賞
　
東
海
道
五
十
三
次
（
本
町

　
　
一
丁
目
）

▽
ア
イ
デ
7
賞
　
雪
だ
る
ま
公
園

飾
　
（
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
グ
ル
ー
プ
）

▽
努
力
賞
　
あ
す
を
築
く
青
年
（
十

　
日
町
青
年
学
級
）

▽
努
力
賞
　
日
本
の
夜
明
け
（
天
の

　
岩
戸
）
　
（
越
後
交
通
）

▽
金
賞
　
花
雪
庵
（
百
翠
会
）
　
　
　
”
”

▽
ア
イ
デ
ア
賞
百
年
目
の
黒
船

　
（
十
日
町
職
業
訓
練
所
染
色
科
）

▽
セ
ン
ス
賞
ホ
ワ
イ
ト
シ
ャ
ト
ー
”
”

　
（
十
日
町
職
業
訓
練
所
織
機
調
整
，

科
）

▽
技
術
賞
岩
見
重
太
郎
の
ヒ
ヒ
退

治
（
高
田
町
二
）

ケ
平
）
二
、
○
県
道
“
当
間
土
市
丁

（
漆
島
ー
野
中
）
一
、
○
県
道
“
水

沢
石
打
丁
（
大
石
－
当
間
）
一
、
○

国
道
“
二
五
三
号
線
（
樽
沢
ー
名
ヶ

山
）
二
、
市
道
目
中
平
線
（
名
ケ
山

－
中
平
）
一
、
O
市
道
U
鉢
線
（
高

島
－
鉢
）
二
。

【
写
真
は
県
道
当
間
土
市
停
車
場
線
－

　
の
天
池
ー
池
の
尻
間
】

灘
講
護
㎜
蝋
離
麟
蟹

▼
公
民
舘
行
事

・
版
画
教
室

二
月
二
十
五
日
　
午
後
七
時
三
十

　
　
　
　
　
　
　
分

・
手
芸
教
室
　
（
日
本
人
形
作
り
）

三
月
九
日
　
午
後
一
時

・
料
理
教
室
（
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
）

三
月
十
六
日
　
午
後
一
時

・
青
年
学
級
閉
講
式

三
月
十
九
日
　
午
後
七
時

▼
税
務
だ
よ
り

・
所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税
は
三

月
十
五
日
ま
で

・
贈
与
税
の
申
告
は
三
月
十
五
日
ま

　
で
・
納
税
は
簡
便
な
振
替
納
税
で

轟
木
間
、
県
道
猿
倉
、
津
池
間
、
市

道
名
ケ
山
、
中
平
間
、
同
高
島
、
鉢

間
と
な
っ
て
い
ま
す
．

0
ナ
ダ
レ
危
険
箇
所
（
O
印
は
標
柱

　
の
た
て
る
地
域
）

市
道
”
上
貫
線
（
漉
野
ー
慶
地
）
二

〇
県
道
“
明
神
、
下
条
、
丁
（
漉
野

ー
ニ
タ
子
）
一
、
県
道
U
焼
野
大
和

線
（
新
水
ー
宇
田
ゲ
沢
）
二
、
県
道

U
中
条
．
五
日
町
丁
（
宇
田
ゲ
沢
－

小
貫
）
一
、
市
道
“
太
子
堂
、
池
谷

焼
野
線
（
池
谷
ー
焼
野
）
一
、
○
県

道
”
余
川
十
日
町
丁
（
猿
倉
i
津

池
）
二
、
国
道
二
五
三
号
線
（
関
根

i
笹
之
沢
）
一
、
○
県
道
n
十
日
町

塩
沢
線
（
麻
畑
、
田
麦
）
一
、
○
県

道
“
十
日
町
塩
沢
線
（
ニ
ッ
屋
、
辰

三
月
一
日
ま
で
に
提
出
を

選
挙
人
名
簿
登
録
申
出
書

　
永
久
選
挙
人
名
簿
の
定
時
登
録
を

行
な
い
ま
す
の
で
次
の
か
た
は
登
録

申
出
書
を
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
．

一
、
三
月
一
日
で
満
二
十
才
に
な
っ

　
た
人
．

　
（
昭
和
二
十
三
年
三
月
一
日
ま
で

　
に
生
ま
れ
た
人
、
住
民
登
録
に
よ

　
り
該
当
者
に
往
復
ハ
ガ
キ
を
発
送

　
し
ま
し
た
が
該
当
者
で
ハ
ガ
キ
の

　
行
か
な
い
か
た
も
登
録
申
出
を
し

　
て
く
だ
さ
い
．
）

二
、
三
月
一
日
ま
で
に
選
挙
権
を
有

　
し
、
か
つ
他
市
町
村
よ
り
転
入
し

　
引
き
続
き
三
ヵ
月
以
上
十
日
町
市

　
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
人

三
、
い
ま
ま
で
の
名
簿
に
漏
れ
た

　
　
人

あ
ぶ
な
い
冬
の
事
故

　
　
三
つ
の
お
願
い

L
路
地
か
ら
広
い
通
り
に
出
る
と
こ

　
ろ
は
段
を
つ
け
、
灰
な
ど
を
ま
い

　
て
す
ぺ
ら
な
い
よ
う
、
ま
た
踏
切

　
り
は
車
も
人
も
左
右
を
確
め
て
渡

　
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
●

乳
消
火
栓
や
防
火
水
槽
の
あ
る
と
こ

　
ろ
は
つ
ね
に
除
雪
し
、
い
つ
で
も

　
使
え
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ

　
う
●

ふ
山
間
部
の
通
行
に
は
ナ
ダ
レ
に
注

　
意
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

川
に
讐
野
＝

▼
こ
と
し
の
成
人
者
へ

・
該
当
者

昭
和
二
十
二
年
四
月
二
日
生
ま
れ

～
二
十
三
年
四
月
一
日
生
ま
れ
ま

で
・
成
人
式

五
月
十
二
日
（
第
二
日
曜
日
）
市

民
体
育
舘

・
生
活
記
録
の
募
集

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚
以
内
一

人
二
篇
ま
で

テ
ー
マ
（
つ
ぎ
の
中
か
ら
選
ん
で

　
　
　
　
く
だ
さ
い
）

L
青
春
の
よ
ろ
こ
び

乞
彷
き
な
が
ら
学
ぶ
私
の
体
験

翫
こ
ん
な
仕
事
に
一
生
を
捧
げ
た

　
　
い
4
初
め
て
選
挙
権
を
得
て

5
出
稼
ぎ
を
考
え
る

6。

私
の
訴
え
た
い
こ
と

L
十
日
町
市
民
と
し
て
思
う
こ
と

翫
詩
「
二
十
才
」

〆
切
三
月
十
五
日
、
入
選
発
衰
四

月
二
十
五
日

・
成
人
教
室

四
月
十
日
　
十
五
日
綱
二
十
日

二
十
五
日
　
五
月
二
日
毎
夜

午
後
七
時
半

　
（
教
室
日
程
は
四
月
一
日
付
で
成

人
者
に
通
知
）

・
献
血

　
四
月
二
十
三
日
と
二
十
四
日

　
（
参
加
の
多
い
と
き
は
地
区
ご
と

　
に
実
施
の
予
定
）

一302一
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告
示
第
三
号

地
方
自
治
法
第
二
四
三
条
の
第
一
項
の
規
定
に
基
く
「
十
日
町
市
財
政
事
情
の
作

成
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
」
の
定
め
る
所
に
よ
り
、
昭
和
四
十
二
年
七
月
一
日

よ
り
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
本
市
の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま

す
．
　
昭
和
四
十
三
年
二
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋
日
町
市
長
村
山
謙
吉

市有財産の状況

歳
1入

＿l

l、

究1

匡
1
究・
　
五
、
π
100％メ

そ　の　他

110．Q1310％
そ　の　他

167．573・

　15％

歳
出
1
、
＿
・
謬
ミ
1
九
・
刺
匝五
（
100％）．

市　　　債

101，100　9％ ．農林水産費
85，614　8％
消防費52，3435％

衛生費弘，5835％

繰越金55，8四5％

県支出金48，401・5％

　国庫支出金

　165，616

　　　15％

民　生　費

　161，235

　15％
地方交付税等

230，197

　　　21％

市　　　税

382，789

　　　35％

土　木　費

179，184

　16％

総　務　費

175．4177

　16％

教　育　費

218，046

　20％

種　別 面積（㎡） 金額千円）

土　　　地 17，313，801

建　　物 94，139

基金・公社債 65，604

特別会計内訳（千円）

会計名 予算額 比率

国民健

康保険 184，182 73．1

診療所 28，732 11．4

へき地

診療所 7，881 3．1

簡易
水道

29，305 11．7

と畜場 1，840 0．7

計 251，940 100

昭和42年度

一般会計総額（千円）

市民負担状況

7，593円り税一人当

2，339円保険料1人当1）

一
〇
八
、
六
三
九

四
二
、
七
八
○

補
　
助
　
費

表
・

扶
　
助
　
費

）円任折分別質性出才

二
二
五
、
二
一
四

物
　
件
　
費

一
三
六
、
七
二
〇

そ
　
　
の
　
他

二
八
一
、
八
〇
一

人
　
件
　
費

三
八
八
、
八
四
一

投
資
的
事
業

市税分折表（千円）

（
執
行
蕩
）

（
収
入
姦
）

七
ム
、
九
一
三

支
出
済
額

七
七
八
、
四
二

収
入
済
額

一
、
〇
九
三
、
九
九
五

士
戸
未
予
算
額

九
五
九
、
二
九
五

当
初
予
算
額

一時借入金の状況（千円）

市町村民税
　　170，083

　　　　44％

遡』13ξ男0

市税総額

382，789

　　100％

固定資産税
　134，975

　35％

電気＼　カス税
23，0006％

　たばこ消費税

＼響／

借入累計額 65，500

返済額 10，000

残　　額 55，500

燕
単

一般会計（千円）

　
　
婦
人
の
最
も
親
し
み
易
い
生
活
の

…
中
の
一
部
に
手
芸
が
あ
り
ま
す
。
職

業
婦
人
の
仕
事
の
間
に
ま
た
留
守
家

庭
を
守
る
主
婦
の
余
暇
に
な
が
い
冬

…
の
間
の
コ
タ
ッ
の
中
で
手
先
を
つ
か

…
っ
て
小
器
用
に
編
物
を
し
て
い
る
女

…
性
の
姿
は
誠
に
魅
力
に
盗
れ
て
い
ま

す
。

　
十
日
町
の
婦
人
会
と
公
民
舘
の
本

舘
と
が
共
催
で
こ
の
教
室
を
始
め
て

か
ら
ち
よ
う
ど
満
二
年
に
な
り
ま

す
．

　
最
近
は
P
R
不
足
か
ら
参
加
者
が

少
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
せ
っ

か
く
よ
い
題
を
選
ん
で
良
い
講
師
を

迎
え
て
い
る
の
で
す
が
ち
ょ
っ
と
さ

び
し
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
積

市債の状況（千円）

　
②
ア
ソ
グ
リ
ヤ
の
バ
ッ
グ
つ
く
り

　
③
玉
の
れ
ん
つ
く
り

　
仙
三
つ
折
、
口
金
の
バ
ッ
グ
つ
く

　
　
り

　
⑤
ブ
・
：
チ
の
つ
く
り
方

　
⑥
応
接
用
ク
ッ
シ
ョ
ソ
（
不
モ
ッ

　
　
グ
）
づ
く
り

　
⑦
飾
り
カ
ゴ

　
⑧
セ
ー
タ
ー
、
カ
ー
デ
ガ
ン
の
刺

　
　
繍

　
⑨
ざ
ぶ
と
ん
カ
バ
i
毛
糸
編
モ
チ

　
　
ー
フ
の
つ
く
り
方

　
⑩
ア
フ
ガ
ソ
編
み
の
基
礎
と
チ
ョ

　
　
ッ
キ
づ
く
り

　
α
ゆ
ビ
ー
ヅ
刺
繍
の
バ
ッ
グ
そ
の
他

　
㈱
ア
ソ
ダ
リ
ヤ
の
袋
物
編
み

　
⑬
玄
関
用
マ
ッ
ト
っ
く
り

　
㈱
か
ぎ
編
み
シ
ョ
ー
ル

　
⑬
ア
フ
ガ
ン
編
み
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

　
⑯
日
本
人
形
づ
く
り

　
何
を
つ
く
り
た
い
か
は
参
加
し
て

い
る
皆
さ
ん
の
意
見
や
十
日
町
婦
人

会
の
方
と
も
協
議
し
て
講
師
に
お
ね

楽
し
い
手
芸
教
室

郵政省
　84，819

＼　23％

ど
う
ぞ

ご
参
加
を

一
そ の他
27，442

＼7％

借入先別

378，612

　　100％

大　蔵　省

266，351
7，％（

衛生債
61，360

　　　　　16％贈認
　目白勺別　21，4356％

　378，612

　　100％

教鰭ノ

＋
日
町
市
公
民
舘
本
舘
t

極
的
な
ご
参
加
を
お
す
す
め
い
た
し

ま
す
。

　
会
費
や
受
講
料
は
不
要
で
す
が
年

間
の
個
人
宛
の
通
信
費
百
円
を
い
た

だ
き
ま
し
た
．
そ
れ
と
自
分
の
作
品

の
材
料
を
自
由
に
そ
ろ
え
る
経
費
を

負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
に
実
施
し
た
内
容
を
ふ
り
か

え
っ
て
み
ま
す
．

　
ω
毛
糸
や
レ
ー
ス
に
よ
る
モ
チ
ー

　
　
フ
の
基
礎
編
み

その他
91，743

24％　∠

6％土木債
22，913

が
い
し
て
お
り
ま
す
。

　
講
師
は
十
日
町
服
装
学
院
の
田
村

恭
子
先
生
で
ず
．
毎
月
上
旬
一
回
、

下
旬
一
回
で
土
曜
日
の
午
後
一
時
か

ら
始
め
て
五
時
過
ぎ
ま
で
も
続
け
て

い
る
方
も
お
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
生
活
を
豊
か
に
し
て
楽

し
め
る
こ
と
と
直
接
お
役
に
た
て
る

生
活
技
術
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す

　
ど
う
ぞ
皆
さ
ん
で
こ
の
教
室
を
う

ん
と
利
用
し
て
下
さ
る
こ
と
を
公
民

舘
で
は
お
ね
が
い
致
し
ま
す
。

公
民
舘
と
施
設
の
使
用
料

◎
公
民
舘
（
一
時
間
単
位
）

使
用
区
分
　
　
　
昼
　
　
　
　
夜

　
一
　
室
　
　
五
〇
円
　
　
七
〇
円

　
実
習
室
　
一
〇
〇
円
　
一
五
〇
円

　
暗
室
　
五
〇
円
　
五
〇
円

◎
施
設
（
一
日
単
位
）

　
映
写
機
匝
、
・
・
リ
　
　
　
三
〇
〇
円

　
　
〃
　
8
、
ミ
リ
　
　
　
一
五
〇
円

　
テ
ー
プ
式
磁
気
録
音
機
一
五
〇
円

　
ス
ラ
イ
ド
映
写
機
　
　
一
〇
〇
円

　
電
畜
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
円

　
拡
声
装
置
　
　
　
　
　
烈
五
〇
円

　
天
幕
　
　
　
　
　
　
　
噂
・
α
α
円
．

一303一


